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始まりました！ 平成26年10月4日（土）
街頭募金活動の様子

赤い羽根



　平成26年7月1日の飯塚市社会福祉協議会理事会におきまして、会長に選任されました大塚政信でござい

ます。

　微力ではございますが、これまでの地域での経験を踏まえ、地域福祉の向上に向けて会長職を努めて参る

所存でございますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　さて、急速な少子高齢化の進行や社会経済の変化の中で、核家族化や住民相互の社会的つながりの希薄化

等により、「孤立」「閉じこもり」「消費者被害」「認知症による徘徊・行方不明」など様々な福祉問題が

取り上げられる中、その問題に対応する体制づくりが求められているところであります。

　このような社会情勢の中、飯塚市社会福祉協議会は、住民の皆さんが住み慣れた地域で安心して生活でき

ることを目指し、住民主体の原則に基づき、20地区社協と協働した小地域福祉活動、ボランティアセン

ターの運営、権利擁護事業などを柱とする福祉事業を重点に推進して参ります。

　今後とも役職員一同引き続き皆さまの信頼と期待に応えるため、福祉事業の推進に努めて参りますので、

皆さまのご支援とご協力を切にお願いいたしまして、会長就任のご挨拶といたします。

―地域福祉の向上を目指して―

会 長 就 任 あ い さ つ
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　平成26年10月21日（火）春日市クローバープラザアリーナ棟大ホールに於いて福岡県社会
福祉大会が開催されました。
　多年にわたって社会福祉の推進に貢献された方々の表彰が行なわれ、以下の方々が受賞さ
れました。

受賞おめでとうございます。
今後も皆様のご支援、ご協力をお願い致します。
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赤い羽根共同募金

　高齢者世帯の見守り活動
等を行っています。地域住民
がお互いに支え合い、助け
合う活動にも活用されてい
ます。

　共同募金では、災害に備
え、毎年募金の一部を積み
立てています。災害時に困っ
ている人とお手伝いできる
人をつなぐ「災害ボランティ
アセンター」にも活用されて
います。

　子育ては楽しい反面、悩み
や不安を一人で抱えてしま
う親も少なくありません。
ご近所の方や仲間と出会え、
たすけあえる子育てサロン
活動にも活用されています。

あなたのやさしさが、地域の福祉活動を支えています。

こんな募金方法もあります。ご協力方法のご提案

　企業（法人）として、共同募金へのご寄付いただくも
のです。地域と共存共栄している企業にとって、地域の
福祉活動に活用される共同募金への協力は、イメージ
アップにもつながります。なお、法人が共同募金へ寄付
を行う場合は、「全額損金算入」することができます。

　店頭や会社の受付などに募金箱を設置していただき、
お客様や関係者などに広く協力を呼びかけるものです。
　募金箱を設置いただくことで
社会貢献活動に取り組む姿勢を
アピールできます。

　飲み物を購入するとその売上の一部が共同募金に寄付
されるのが「赤い羽根自販機」です。設置にご協力いただく
と、売上の13％～20％程度が手数料として支払われます。

　職場で働く方々を対象として、協力を呼びかけた
り、募金箱を設置いただくものです。

　10月1日から全国一斉に始まりました共同
募金は、本支会におきましても戸別、法人、街
頭、職域等各種の募金活動を実施していると
ころです。本年度は福岡県赤い羽根応援大使
である福岡ソフトバンクホークス　本多雄一
選手の「図書カード」「クオカード」、球団マス
コット ハリーホークとの「コラボバッジ」をご
用意いたしておりますので、皆さまにも趣旨
をご理解賜り、標記募金についてご協力をよ
ろしくお願いいたします。

企業（法人）とし 共同

店頭や会社 受付な

バッジ　　　1個　　500円
クオカード　1枚　1,000円（500円分です）
図書カード　1枚　1,000円（500円分です）

（クオカード）

～ ～

（図書カード）

（バッジ）

福祉啓発のために
1,625,000 円

・広報紙「社協だより」の発行

・「社協だより」の音声訳

障がい児・者のために
410,000 円

・ふれあいバスハイク事業

・レスパイト事業

・テレホンサービス事業

地区(校区)社協のために
5,185,000 円

・地区(校区)社協活動推進事業

・福祉委員活動推進事業

高齢者のために
6,770,000 円

・高齢者会食会事業

・いきいきサロン事業

・在宅介護者リフレッシュ事業

児童・青少年のために
328,000 円

・福祉体験推進事業

・子育てサロン事業

ボランティア活動のために
389,600 円

・ボランティア養成事業

・ほっとライン配布事業

地域福祉整備のために
1,181,000 円

・福祉ベル設置事業

・ふれあい給食サービス事業

・福祉機器貸出事業

　むかし、ヨーロッパのある村で１人の牧師さんが、道ばたの樫の木に

　「与えよ、取れよ」と書いた箱を吊しておきました。

　それは、生活に困っている人や病人、お年寄りを助けるものでした。

　これを見た村人の中で、多少とも余裕のある人はその箱の中にいくらかのお金を入れ、困って

いる人は箱の中から必要なだけのお金を引き出して役立てたと言われています。

この牧師さんの精神“たすけあいの心”が、現在の赤い羽根共同募金運動に受け継がれました。

県域を対象とした事業のために
4,487,134 円

　県域(広域)の福祉事業や施設

整備事業に活用されます。

共同募金運動推進のために
1,376,490 円

　共同募金運動を推進するための

事務費及び募金資材の購入費、地

区事務費等として活用されます。

災害等準備金のために
672,749 円

　災害時のボランティア活動を

支援するために積み立てられま

す。

平成26年度は

22,500,000 円を目標に

募金活動を進めてまいります。

平成25年度は、皆様の善意により ２２，４２４，９７３ 円の募金をお寄せいただきました。
皆様からいただきました募金は、下記のように配分され、身近な福祉のために活用されております。

皆様のあたたかいご協力、ありがとうございました。

第 2 6 号（５） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2014年11月15日 2014年11月15日 第 2 6 号（４）



赤い羽根共同募金

　高齢者世帯の見守り活動
等を行っています。地域住民
がお互いに支え合い、助け
合う活動にも活用されてい
ます。

　共同募金では、災害に備
え、毎年募金の一部を積み
立てています。災害時に困っ
ている人とお手伝いできる
人をつなぐ「災害ボランティ
アセンター」にも活用されて
います。

　子育ては楽しい反面、悩み
や不安を一人で抱えてしま
う親も少なくありません。
ご近所の方や仲間と出会え、
たすけあえる子育てサロン
活動にも活用されています。

あなたのやさしさが、地域の福祉活動を支えています。

こんな募金方法もあります。ご協力方法のご提案

　企業（法人）として、共同募金へのご寄付いただくも
のです。地域と共存共栄している企業にとって、地域の
福祉活動に活用される共同募金への協力は、イメージ
アップにもつながります。なお、法人が共同募金へ寄付
を行う場合は、「全額損金算入」することができます。

　店頭や会社の受付などに募金箱を設置していただき、
お客様や関係者などに広く協力を呼びかけるものです。
　募金箱を設置いただくことで
社会貢献活動に取り組む姿勢を
アピールできます。

　飲み物を購入するとその売上の一部が共同募金に寄付
されるのが「赤い羽根自販機」です。設置にご協力いただく
と、売上の13％～20％程度が手数料として支払われます。

　職場で働く方々を対象として、協力を呼びかけた
り、募金箱を設置いただくものです。

　10月1日から全国一斉に始まりました共同
募金は、本支会におきましても戸別、法人、街
頭、職域等各種の募金活動を実施していると
ころです。本年度は福岡県赤い羽根応援大使
である福岡ソフトバンクホークス　本多雄一
選手の「図書カード」「クオカード」、球団マス
コット ハリーホークとの「コラボバッジ」をご
用意いたしておりますので、皆さまにも趣旨
をご理解賜り、標記募金についてご協力をよ
ろしくお願いいたします。

企業（法人）とし 共同

店頭や会社 受付な

バッジ　　　1個　　500円
クオカード　1枚　1,000円（500円分です）
図書カード　1枚　1,000円（500円分です）

（クオカード）

～ ～

（図書カード）

（バッジ）

福祉啓発のために
1,625,000 円

・広報紙「社協だより」の発行

・「社協だより」の音声訳

障がい児・者のために
410,000 円

・ふれあいバスハイク事業

・レスパイト事業

・テレホンサービス事業

地区(校区)社協のために
5,185,000 円

・地区(校区)社協活動推進事業

・福祉委員活動推進事業

高齢者のために
6,770,000 円

・高齢者会食会事業

・いきいきサロン事業

・在宅介護者リフレッシュ事業

児童・青少年のために
328,000 円

・福祉体験推進事業

・子育てサロン事業

ボランティア活動のために
389,600 円

・ボランティア養成事業

・ほっとライン配布事業

地域福祉整備のために
1,181,000 円

・福祉ベル設置事業

・ふれあい給食サービス事業

・福祉機器貸出事業

　むかし、ヨーロッパのある村で１人の牧師さんが、道ばたの樫の木に

　「与えよ、取れよ」と書いた箱を吊しておきました。

　それは、生活に困っている人や病人、お年寄りを助けるものでした。

　これを見た村人の中で、多少とも余裕のある人はその箱の中にいくらかのお金を入れ、困って

いる人は箱の中から必要なだけのお金を引き出して役立てたと言われています。

この牧師さんの精神“たすけあいの心”が、現在の赤い羽根共同募金運動に受け継がれました。

県域を対象とした事業のために
4,487,134 円

　県域(広域)の福祉事業や施設

整備事業に活用されます。

共同募金運動推進のために
1,376,490 円

　共同募金運動を推進するための

事務費及び募金資材の購入費、地

区事務費等として活用されます。

災害等準備金のために
672,749 円

　災害時のボランティア活動を

支援するために積み立てられま

す。

平成26年度は

22,500,000 円を目標に

募金活動を進めてまいります。

平成25年度は、皆様の善意により ２２，４２４，９７３ 円の募金をお寄せいただきました。
皆様からいただきました募金は、下記のように配分され、身近な福祉のために活用されております。

皆様のあたたかいご協力、ありがとうございました。

第 2 6 号（５） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2014年11月15日 2014年11月15日 第 2 6 号（４）



※お願い
・入れ歯に熱湯をかけて消毒又は、入れ歯洗浄剤
で洗浄してください。
・回収ボックスに備え付けているビニール袋に入
れてボックスへ投入してください。

広  告

社協公用車に広告を掲載しませんか！社協公用車に広告を掲載しませんか！社協公用車に広告を掲載しませんか！公用車に広告を社協公用車に広告を掲載しませんか！

“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします

※　ご希望の時間帯で働けます。
　給与／時給1,000円＋活動手当　
　他に移動手当、有給休暇は法人規定により付与

電話 0948-21-3992　担当／多田
飯塚市柏の森956番地４

電話 0948-29-3278　担当／藤川
飯塚市忠隈522番地3社会福祉法人 飯塚市社会福祉協議会

飯塚支所

穂波支所【応募】電話連絡後、履歴書（写真付）をご持参下さい。

※　子育て中のお母さんも安心して働いていただける職場です。
　初心者の方にも懇切丁寧に、ベテランの職員が指導します。
　あなたの希望する曜日・時間帯等で働けますのでまずはご相談下さい。

　飯塚市社会福祉協議会では、企業等活動の活性化に寄与しつつ、福祉事業の財
源確保の方策として、公用車に事業者の広告を有料で掲載しています。広告は、
特殊フィルムを車体に貼り付けるもので、走る広告塔としての宣伝効果が期待で
きます。１か月の掲載料については、例：縦50㎝、横50㎝の大きさで、１か月
5,000円となります。ご応募をお待ちいたしております。
【問合せ先】　飯塚市社会福祉協議会総務課総務係
　　　　　　　☎０９４８－２３－２２１０

　飯塚市社会福祉協議会は、不用になった入れ歯の回収ボックスを社協本所、
市役所など計１５か所に設置しています。
　入れ歯から貴金属を取り出し、その収益を財団法人「日本ユニセフ協会」を通
じて、発展途上国の子ども達の支援及び社協の地域福祉へ活用しています。

【回収ボックス設置箇所】
　　市役所本庁・穂波庁舎、飯塚市社会福祉協議会本所
　穂波・筑穂・庄内・頴田の各支所並びに飯塚・立岩
　鯰田・菰田・飯塚東・二瀬・幸袋・鎮西の各公民館

【問合せ先】　飯塚市社会福祉協議会総務課総務係
　　　　　　☎０９４８－２３－２２１０

登録ヘルパーさん募集中

第 2 6 号（７） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2014年11月15日 2014年11月15日 第 2 6 号（６）

みんなの健康・福祉のつどい  2014
　平成26年10月19日(日)、コスモスコモン周辺を会場とし、素晴しい天気に恵まれ「みん
なの健康・福祉のつどい」を開催いたしましたところ、大勢の市民の方々（5000名を超え
る）にご来場いただきました。
　つどいでは、健康・福祉をテーマとしたさまざまなコーナーやイベントが用意され、おお
いに楽しみながら、見識を広げていただけたと思っております。ご参加いただいた皆様に
は、本当にありがとうございました。

「みんなの健康・福祉のつどい　2014」実行委員会一同　

飯塚市社協が飯塚市より事業を受託して、平成26年4月30日から9月17日までの
半年間、サン・アビリティーズいいづかにて手話奉仕員養成講座（入門課程）を実施
し、12名の方が修了証を受け取られました。

　講座は飯塚市聴覚障害者協会及び飯塚市手話の会の方々のご協力のも
と、挨拶や日常生活で使う単語などを学習し、実際に聴覚障がい者の方と
交流を図ることで手話を使ったコミュニケーションを学びました。
　受講生の方々には今後も障がい者の方に寄り添った活動を続けていた
だきたいと思います。

平成26年度飯塚市手話奉仕員養成講座（入門課程）が修了しました！
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半年間、サン・アビリティーズいいづかにて手話奉仕員養成講座（入門課程）を実施
し、12名の方が修了証を受け取られました。

　講座は飯塚市聴覚障害者協会及び飯塚市手話の会の方々のご協力のも
と、挨拶や日常生活で使う単語などを学習し、実際に聴覚障がい者の方と
交流を図ることで手話を使ったコミュニケーションを学びました。
　受講生の方々には今後も障がい者の方に寄り添った活動を続けていた
だきたいと思います。

平成26年度飯塚市手話奉仕員養成講座（入門課程）が修了しました！



ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

　

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら
び
に
関
連
諸
団
体

等
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
事
業
の
財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
ご
本
人
の
ご
意
向
を
承
り
、
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

◆
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
〜

　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
受
付
分

【
本
所
受
付
分
】

《
一
般
寄
付
》

◇
五
万
六
千
四
百
五
十
一
円　

三
浦　

敏
彦
様

（
七
夕
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
益
金
）

◇
四
千
六
十
六
円

飯
塚
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
様

《
物
品
寄
付
》

◇
介
護
用
品　

ケ
ン
コ
ー
コ
ム
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
物
流
セ
ン
タ
ー
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
二
万
円　

西
町
西　

松
藤　

ト
シ
子
様 

（
故  

榮
様)

◇
二
万
円　

稲
荷
町　

越
智　

和
美
様 

（
故  

忍
様)

片
島
地
区

◇
二
万
円　

片
島
本
町　

丸
野　

明
子
様 

（
故  

三
七
三
様)

◇
一
万
円　

片
島
若
宮　

鯉
川　

育
子
様 

（
故  

大
様)

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

昭
和
通　

大
久
保　

道
守
様 

（
故  

義
隆
様)

立
岩
地
区　

◇
三
万
円　
　
　

 

（
故  

有
江　

義
郎
様)

◇
一
万
円　

新
飯
塚
西　

松
永　

勝
子
様 

（
故  

正
伸
様)

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
一　

西
田　

盛
嗣
様 

（
故  

小
夜
子
様)

◇
一
万
円　

三
緒
浦　

猪
原　

ア
キ
ヨ
様 

（
故  

芳
夫
様)

◇
一
万
円　

上
三
緒
第
一　

西
田　

廣
様 

（
故  

三
千
男
様)

◇
二
万
円　

山　
　
　

内　

松
尾　

静
香
様

（
故  

久
保
ヒ
サ
子
様)

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

鯰
田
浦
田　

坂
井　

茂
様 

（
故  

一
枝
様)

◇
三
万
円　

鯰
田
上
町　

加
藤　

洋
様 

（
故  

貞
二
様)

◇
一
万
円　

鯰
田
浦
田　

内
藤　

久
子
様 

（
故  

重
雄
様)

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

西
伊
岐
須　

野
見
山　

ツ
ネ
子
様（

故　

菊
雄
様
）

◇
五
万
円　

伊
川
乙
丸　

須
尭　

昭
代
様 

（
故  

源
市
様)

◇　
　
　
　

南
伊
川　

塚
本　

易
様 

（
故  

貞
美
様)

◇
五
千
円　

西
新
町　

桝
本　

勝
美
様 

（
故  

智
惠
美
様)

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

中　
　

一　

髙
取　

幸
枝
様 

（
故  

昭
二
郎
様)

◇
二
万
円　

中　
　

一　

畠
中　

キ
ヌ
子
様 

（
故  

昭
三
様)

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上　

荒
木　

美
登
里
様 

（
故  

實
様)

◇
三
万
円　

八
木
山　

菊
池　

寿
子
様 

（
故  

七
郎
様)

◇
二
万
円　

花　
　

瀬　

河
口　

典
久
様 

（
故  

絹
之
輔
様)

そ
の
他

◇
三
万
円　
　
　
　
　
　

野
見
山　

篤
様 

（
故  

恒
夫
様)

《
地
区
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
二
万
円　

稲
荷
町
自
治
会　

越
智　

和
美
様 

（
故  

忍
様)

◇
二
万
円　

稲
荷
町
隣
組　

越
智　

和
美
様 

（
故  

忍
様)

片
島
地
区

◇
一
万
円　
片
島
本
町
自
治
会　

丸
野　

明
子
様 
（
故  

三
七
三
様)

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

昭
和
通
自
治
会　

大
久
保　

道
守
様 
（
故  

義
隆
様)

飯
塚
東
地
区　

◇
一
万
円　

山
内
自
治
会　

松
尾　

静
香
様 （

故  

久
保
ヒ
サ
子
様)

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

鯰
田
上
町
自
治
会　

加
藤　

洋
様 

（
故  

貞
二
様)

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上
自
治
会　

荒
木　

美
登
里
様 （

故  

實
様)

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

中
一  

二
組　

髙
取　

幸
枝
様 （
故  

昭
二
郎
様)

◇
三
万
円　

中
一  

自
治
会　

畠
中　

キ
ヌ
子
様 （
故  

昭
三
様)

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

昭
和
通　

大
久
保　

道
守
様 

（
故  

義
隆
様
）

◇
二
万
円　

鶴
三
緒　

藤
倉　

誠
一
様 

（
故  

徳
雄
様
）

◇
三
万
円　

五
穀
神　

塩
谷　

ま
り
様 

（
故  

利
宗
様
）

◇
一
万
円　

南　
　

通　

田
子
森　

都
様 

（
故  

隆
昌
様
）

◇
二
万
円　

大　
　

新　

惣
門　

幸
一
様 

（
故  

ハ
ル
子
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

新　

野
見
山　

シ
ゲ
子
様 （

故  

泰
行
様
）

立
岩
地
区　

◇
二
万
円　

新
飯
塚
西　

壁
矢　

参
与
子
様 

（
故  

武
氏
様
）

◇
三
万
円　

立　
　

岩　

小
江　

美
枝
子
様 

（
故  

弘
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
一　

西
田　

盛
嗣
様 

（
故  

小
夜
子
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

新　
　

町　

河
野　

秋
子
様 

（
故  

国
雄
様
）

◇
一
万
円　

蛭
子
町　

上
田　

ミ
ツ
コ
様 

（
故  

勇
様
）

◇
三
万
円　

上　
　

町　

水
ノ
江　

廣
様 

（
故  

綾
子
様
）

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

伊
川
乙
丸　

須
尭　

昭
代
様 

（
故  

源
市
様
）

◇
二
万
円　

南
伊
川　

浅
野　

義
誉
様 

（
故  

洋
子
様
）

◇
二
万
円　

東
伊
川　

團
野　

京
子
様 

（
故  

博
様
）

◇
二
万
円　

高
雄
区　

松
尾　

ス
マ
様 

（
故  

武
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上　

荒
木　

美
登
里
様 

（
故  

實
様
）

◇
三
万
円　

建
花
寺
本
村　

村
瀬　

和
則
様 

（
故  

凡
人
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下　

和
田　

吉
郎
様 

（
故  

カ
ツ
ヨ
様
）

◇
一
万
円　

黒　
　

萩　

高
山　

節
子
様 

（
故  

太
兵
衛
様
）

◇
五
万
円　

蓮
台
寺　

錦　

英
幸
様 

（
故  

貞
子
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

新　
　

町　

藤
上　

健
二
様 

（
故  

敬
子
様
）

◇
一
万
円　

吉
北
元
町　

沖
田　

由
香
様 （
故  

甲
斐　

武
様
）

◇
一
万
円　

大
谷
町　

秀
島　

喜
代
子
様 

（
故  

美
勝
様
）

◇
二
万
円　

新　
　

町　

鬼
塚　

博
幸
様 

（
故  

勝
様
）

◇
二
万
円　

中　
　

一　

畠
中　

キ
ヌ
子
様 

（
故  

昭
三
様
）

《
初
盆
寄
付
》

飯
塚
東
地
区

◇
一
万
円　

東
ヶ
丘　

山
東　

康
幸
様 

（
故  

友
子
様
）

◇
二
万
円　

上
三
緒
第
四　

中
村　

郁
子
様 

（
故  

泰
信
様
）

菰
田
地
区

◇
五
万
円　

南　
　

通　

辻
野　

カ
ス
ミ
様（

故  

カ
ツ
ヨ
様
）

◇
二
万
円　

大　
　

新　

塚
本　

洋
子
様 

（
故  

忠
様
）

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

市
の
間　

白
根　

良
明
様 

（
故  

ミ
サ
カ
様
）

二
瀬
地
区

◇
一
万
円　

相　
　

田　

専
當　

智
恵
子
様 

（
故  

民
藤
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上　

浅
田　

良
一
様 

（
故  

忠
良
様
）

《
地
区
へ
の
初
盆
寄
付
》

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
四
自
治
会　

中
村　

郁
子
様

（
故  

泰
信
様
）

二
瀬
地
区

◇
一
万
円　

相
田
自
治
会　

専
當　

智
恵
子
様 

（
故  

民
藤
様
）

◇
一
万
円　

相
田
五
組　

専
當　

智
恵
子
様 

（
故  

民
藤
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上
自
治
会　

浅
田　

良
一
様 

（
故  

忠
良
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
初
盆
寄
付
》

立
岩
地
区

◇
三
万
円　

立　
　

岩　

氏
松　

昌
子
様 

（
故  

平
八
郎
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

柳　
　

町　

白
石　

雅
代
様

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
伊
川　

芳
賀　

裕
子
様 

（
故  

常
喜
様
）

◇
一
万
円　

新
二
瀬　

稗
田　

雅
弘
様 

（
故  

正
人
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

新
花
瀬　

下
田　

稔
様 

（
故  

昭
代
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

石
坂　

ヒ
サ
ヱ
様 

（
故  

貞
美
様
）

◇
三
万
円　

八
木
山　

綱
分　

秀
康
様 

（
故  

美
代
子
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

中　
　

一　

杉
本　

明
雄
様 （故  

田
川　

英
子
様
）

◇
二
万
円　

中　
　

一　

坂
田　

与
三
様

（
故  

ヨ
シ
コ
様
）

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

小
野　

覚
之
様 

（
故  

幸
雄
様
）

◇
一
万
円　

栄
町
一　

梶
原　

せ
き
よ
様 

（
故  

全
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
大　
　

分　

藤
田　

伸
也
様 

（
故   

君
子
様
）

◇
大　
　

分　

安
河
内　

美
枝
子
様 

（
故  

一
二
様
）

◇
北
古
賀　

瀬
田　

恵
美
子
様 

（
故  

美
智
男
様
）

《
大
分
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
う
ぐ
い
す
台　

川
井　

昌
子
様 

（
故  

武
義
様
）

◇
一
万
円　

鶯　
　

塚　

藤
中　

文
夫
様 

（
故  

と
も
子
様
）

◇
一
万
円　

切　
　

畑　

井
上　

ト
シ
コ
様 

（
故  

繁
明
様
）

◇
大
分
駅
前
団
地　

田
中　

秀
行
様 

（
故  

久
美
子
様
）

◇
鶯　
　

塚　

畠
中　

良
一
様 

（
故  

田
原　

ユ
キ
子
様
）

◇
大　
　

分　

中
山　

利
信
様 

（
故  

照
幸
様
）

《
上
穂
波
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
北
古
賀　

瀧
本　

芳
弘
様 

（
故  

保
澄
様
）

◇
北
古
賀　

原　
　

政
博
様 

（
故  

政
利
様
）

◇
北
古
賀　

鍵
屋　

英
雄
様 

（
故  

美
佐
子
様
）

◇
阿　
　

恵　

山
本　

裕
子
様 

（
故  

敏
朗
様
）

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

伸
子
様 

（
故  

照
代
様
）

◇
長　
　

尾　

鬼
木　

澄
枝
様 

（
故　

一
様
）

《
内
野
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
下　
　

揚　

山
崎　

峻
光
様 

（
故　

久
子
様
）

◇
下　
　

揚　

陣
上　

啓
一
様 

（
故　

征
昭
様
）

【
庄
内
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
新
町
二
区　

大
山　

麗
子
様　
　

 

　
（
故　

勇
様
）

◇
本　
　

村　

松
岡　

龍
生
様　
　
　

 

（
故　

ア
イ
子
様
）

◇
鳥　
　

羽　

藤
井　

泰
子
様　

 

（
故　

幸
子
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
赤　
　

坂　

甲
斐　

幸
子
様　
　

 

　
（
故　

武
雄
様
）

◇
庄
内
栄
町　

市
場　

寛
様　
　
　

 

　
（
故　

シ
ヅ
子
様
）

◇
仁　
　

保　

山
﨑　

繁
行
様 

（
故　

岡
本　

キ
ヌ
子
様
）

◇
鳥　
　

羽　

小
松　

国
男
様　
　

 

　
（
故　

ヒ
サ
子
様
）

◇
関
の
台　

中
村　

祐
子
様　
　

 

　
（
故　

孝
志
様
）

◇
立　
　
　
　

花
岡　

義
澄
様　
　
　

 

（
故　

里
美
様
）

◇
多　
　

田　

永
末　

英
雄
様 

（
故　

ナ
ミ
ヱ
様
）

◇
藤　
　

田　

藤
谷　

優
子
様 

（
故　

輝
明
様
）

◇
立　
　
　
　

花
岡　

明
様 

（
故　

ヤ
エ
コ
様
）

◇
有　
　

安　

新
開　

利
一
様 

（
故　

チ
ス
子
様
）

◇
庄
内
栄
町　

山
岡　

信
彦
様 

（
故　

ミ
チ
ヨ
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
木
浦
岐　

安
岡　

寿
吉
様 

（
故　

ト
ミ
様)

◇
東
佐
與　

久
保　

信
男
様 

（
故　

チ
カ
様)

◇
西
佐
與　

白
土　

雪
枝
様 

（
故　

義
則
様)

◇
上
勢
田
東　

小
山　

當
子
様 

（
故　

正
則
様)

◇
東
勢
田
１　

山
本　

ハ
ツ
子
様 

（
故　

訓
一
様)

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
東
勢
田
１　

原
口　

智
子
様 

（
故　

國
衛
様)

◇
東
佐
與　

原
田　

美
佐
子
様 

（
故　

ヒ
サ
子
様)

◇
西
佐
與　

白
土　

俊
子
様 

（
故　

克
可
様)

◇
北
勢
田　

清
水
口　

ヒ
ト
セ
様 

（
故　

政
利
様)

◇
西
佐
與　

白
土　

雪
枝
様 

（
故　

義
則
様)

◇
北
勢
田　

田
中　

道
子
様 

（
故　

陽
一
様)

◇
上
勢
田
東　

小
山　

當
子
様 

（
故  

正
則
様)

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
福
祉
寄
付
》

◇
飯
塚
市
商
工
会　

青
年
部
様

◇
在
宅
介
護
者
の
会　

か
た
ら
い
様

◇
椿　
　
　
　

萩
尾　

和
子
様

《
香
典
寄
付
》　

◇
堀　
　

池　

松
尾　

蔦
子
様　

 

　
（
故  

輝
男
様
）

◇
楽　
　

市　

佐
藤　

京
子
様　
　

 

　
（
故  

好
晴
様
）

◇
楽　
　

市　

山
田　

治
男
様　
　

 

　
（
故  

幸
江
様
）

◇
楽　
　

市　

茅
野　

静
代
様　

 

　
（
故  

シ
カ
ノ
様
）

◇
楽
市
東　

酒
井　

勝
彦
様　
　

 

　
（
故  

勝
様
）

◇
忠
隈
一
区　

浅
田　

富
世
様　
　

 

　
（
故  

國
男
様
）

◇
神
の
浦
浦
田　

梶
原　

勇
様　
　
　

 　
（
故  

西
森　

征
夫
様
）

◇
神
の
浦
浦
田　

守
谷　

規
久
夫
様　

 

　
（
故  

義
忠
様
）

◇
椋　
　

本　

上
田　

泰
次
様　
　

 

　
（
故  

キ
サ
ヱ
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

髙
田　

則
幸
様　
　

 

　
（
故  

カ
ズ
ヱ
様
）

◇
太
郎
丸
二
区　

田
中　

チ
カ
子
様　

 

（
故  

重
國
様
）

◇
弁　
　

分　

石
川　

シ
ゲ
エ
様　

 

　
（
故  

光
雄
様
）

◇
舎
利
蔵　

河
邊　

邦
亘
様　
　

 

　
（
故  

愛
子
様
）

◇
枝
国
一
区　

平
口　

琢
也
様　

 

　
（
故  

理
恵
子
様
）

◇
枝
国
二
区　

野
田　

秀
行
様　

 

（
故  

蔀
様
）

◇
枝
国
三
区　

仲
野　

正
基
様 

（
故  

フ
サ
ヱ
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
楽　
　

市　

佐
藤　

京
子
様　

 

　
　
（
故  

好
晴
様
）

◇
楽　
　

市　

茅
野　

静
代
様　

 

　
（
故  

シ
カ
ノ
様
）

《
楽
市
校
区
東
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
忠
隈
一
区　

浅
田　

富
世
様　
　

 

　
（
故  

國
男
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
太
郎
丸
一
区　

髙
田　

則
幸
様　

 

　
　
（
故  

カ
ズ
ヱ
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

加
藤　

浩
二
様　

 

　
　
（
故  

繁
義
様
）

◇
天　
　

道　

金
子　

芳
敏
様　

 

（
故  

ト
ミ
子
様
）

◇
天　
　

道　

大
坪　
　

淳
様　
　

 

　
（
故  

道
子
様
）

◇
天　
　

道　

藤
井　

美
和
様　

 

　
（
故  

さ
ち
こ
様
）

《
高
田
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
津　
　

原　

北
野　

佳
臣
様　

 

　
（
故  

シ
カ
ノ
様
）

◇
舎
利
蔵　

河
邊　

邦
亘
様　

 

（
故  

愛
子
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
枝
国
三
区　

仲
野　

正
基
様 

（
故  

フ
サ
ヱ
様
）

《
初
盆
寄
付
》

◇
秋　
　

松　

園
田　

マ
サ
子
様　

 

（
故  

博
様
）

◇
堀　
　

池　

角
銅　

義
治
様　

 

（
故  

義
人
様
）

◇
楽　
　

市　

田
仲　
　

運
様　

 

　
（
故  

ト
ミ
エ
様
）

◇
楽　
　

市　

山
口　

勝
公
様　

 

　
（
故  

花
子
様
）

◇
楽　
　

市　

谷
口　

玲
子
様　

 

　
（
故  

俊
八
郎
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

ウ
メ
子
様 

　
（
故  

吉
男
様
）

◇
忠
隈
泉
町　

神
野　

千
鶴
子
様　

 

　
（
故  

義
博
様
）

◇
南　
　

尾　

山
本　
　

穣
様　

 

　
　
（
故  

康
様
）

◇
平　
　

恒　

渡
辺　

康
臣
様 

（
故  

清
香
様
）

◇
平
恒
本
町　

森　
　

桂
子
様　

 

　
　
（
故  

栄
三
郎
様
）

◇
久
保
白　

平
畑　

恵
美
子
様 

　
（
故  

勇
様
）

◇
太
郎
丸
二
区　

惣
門　

國
子
様　

 

　
　
（
故  

政
實
様
）

◇
椋　
　

本　

山
本　

サ
ダ
子
様　

 

（
故  

信
様
）

◇
椋　
　

本　

渕
上　

エ
イ
子
様 

　
（
故  

隼
志
様
）

◇
安　
　

恒　

城
石　

正
義
様　

 

　
（
故  

ト
ミ
ヱ
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

哲
子
様　

 

　
（
故  

秀
之
様
）

◇
弁　
　

分　

岡
松　

直
照
様　
　

 

（
故  

シ
ズ
子
様
）

◇
弁　
　

分　

中
満　

友
子
様　

 

　
（
故  

光
毅
様
）

◇
小
正
一
区　

白
水　

順
一
様　

 

　
（
故  

イ
リ
エ
様
）

◇
小
正
三
区　

樺
嶋　

ハ
ツ
ミ
様 

　
（
故  

正
春
様
）

◇
枝
国
一
区　

畑
中　
　

寛
様　
　

 

　
（
故  

ト
シ
子
様
）

◇
枝
国
二
区　

平
畑　

節
子
様　

 

　
（
故  

常
雄
様
）

◇
秋
松
西　

清
水　

佐
加
枝
様　

 

（
故  

一
二
三
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
堀　
　

池　

角
銅　

義
治
様　

 

　
（
故  

義
人
様
）

◇
楽　
　

市　

上
野　

栄
一
様　

 

　
（
故  

フ
サ
子
様
）

◇
楽　
　

市　

児
玉　

健
一
様　

 

　
（
故  

ミ
エ
様
）

◇
楽　
　

市　

田
仲　
　

運
様　

 

　
　
（
故  

ト
ミ
エ
様
）

◇
楽　
　

市　

山
本　

興
八
郎
様　

 

　
（
故  

靜
子
様
）

◇
楽　
　

市　

谷
口　

玲
子
様　

 

　
（
故  

俊
八
郎
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

ウ
メ
子
様 

　
（
故  

吉
男
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
南　
　

尾　

山
本　

穣
様　

 

　
　
（
故  

康
様
）

◇
平　
　

恒　

渡
辺　

康
臣
様 

　
（
故  

清
香
様
）

◇
平
恒
本
町　

森　
　

桂
子
様　

 

　
（
故  

栄
三
郎
様
）

《
高
田
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
舎
利
蔵　

石
川　
　

博
様　

 

　
（
故  

大
助
様
）

◇
久
保
白　

平
畑　

恵
美
子
様 

　
（
故  

勇
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
太
郎
丸
二
区　

惣
門　

國
子
様　

 

　
　
（
故  

政
實
様
）

◇
椋　
　

本　

山
本　

サ
ダ
子
様 
（
故  
信
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

哲
子
様　

 

　
（
故  

秀
之
様
）

◇
弁　
　

分　

岡
松　

直
照
様　

 

　
（
故  

シ
ズ
子
様
）

◇
天　
　

道　

梅
津　
　

進
様　

 

　
　
（
故  

進
一
様
）

◇
天　
　

道　

井
上　

ム
ツ
子
様　

 

（
故  

恒
雄
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
小
正
一
区　

白
水　

順
一
様　

 

　
（
故  

イ
リ
エ
様
）

◇
枝
国
一
区　

畑
中　

寛
様　

 

　
（
故  

ト
シ
子
様
）

◇
秋
松
西　

清
水　

佐
加
枝
様　

 

（
故  

一
二
三
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、他
の

「
福
祉
団
体
等
」へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。　

但

し
、他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲
載

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※

寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
ご
本
人
様
の
ご
意
向
を
承
り
、対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お　

知　

ら　

せ
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ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

　

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら
び
に
関
連
諸
団
体

等
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
事
業
の
財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
ご
本
人
の
ご
意
向
を
承
り
、
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

◆
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
〜

　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
受
付
分

【
本
所
受
付
分
】

《
一
般
寄
付
》

◇
五
万
六
千
四
百
五
十
一
円　

三
浦　

敏
彦
様

（
七
夕
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
益
金
）

◇
四
千
六
十
六
円

飯
塚
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
様

《
物
品
寄
付
》

◇
介
護
用
品　

ケ
ン
コ
ー
コ
ム
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
物
流
セ
ン
タ
ー
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
二
万
円　

西
町
西　

松
藤　

ト
シ
子
様 

（
故  

榮
様)

◇
二
万
円　

稲
荷
町　

越
智　

和
美
様 

（
故  

忍
様)

片
島
地
区

◇
二
万
円　

片
島
本
町　

丸
野　

明
子
様 

（
故  

三
七
三
様)

◇
一
万
円　

片
島
若
宮　

鯉
川　

育
子
様 

（
故  

大
様)

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

昭
和
通　

大
久
保　

道
守
様 

（
故  

義
隆
様)

立
岩
地
区　

◇
三
万
円　
　
　

 

（
故  

有
江　

義
郎
様)

◇
一
万
円　

新
飯
塚
西　

松
永　

勝
子
様 

（
故  

正
伸
様)

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
一　

西
田　

盛
嗣
様 

（
故  

小
夜
子
様)

◇
一
万
円　

三
緒
浦　

猪
原　

ア
キ
ヨ
様 

（
故  

芳
夫
様)

◇
一
万
円　

上
三
緒
第
一　

西
田　

廣
様 

（
故  

三
千
男
様)

◇
二
万
円　

山　
　
　

内　

松
尾　

静
香
様

（
故  

久
保
ヒ
サ
子
様)

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

鯰
田
浦
田　

坂
井　

茂
様 

（
故  

一
枝
様)

◇
三
万
円　

鯰
田
上
町　

加
藤　

洋
様 

（
故  

貞
二
様)

◇
一
万
円　

鯰
田
浦
田　

内
藤　

久
子
様 

（
故  

重
雄
様)

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

西
伊
岐
須　

野
見
山　

ツ
ネ
子
様（

故　

菊
雄
様
）

◇
五
万
円　

伊
川
乙
丸　

須
尭　

昭
代
様 

（
故  

源
市
様)

◇　
　
　
　

南
伊
川　

塚
本　

易
様 

（
故  

貞
美
様)

◇
五
千
円　

西
新
町　

桝
本　

勝
美
様 

（
故  

智
惠
美
様)

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

中　
　

一　

髙
取　

幸
枝
様 

（
故  

昭
二
郎
様)

◇
二
万
円　

中　
　

一　

畠
中　

キ
ヌ
子
様 

（
故  

昭
三
様)

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上　

荒
木　

美
登
里
様 

（
故  

實
様)

◇
三
万
円　

八
木
山　

菊
池　

寿
子
様 

（
故  

七
郎
様)

◇
二
万
円　

花　
　

瀬　

河
口　

典
久
様 

（
故  

絹
之
輔
様)

そ
の
他

◇
三
万
円　
　
　
　
　
　

野
見
山　

篤
様 

（
故  

恒
夫
様)

《
地
区
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
二
万
円　

稲
荷
町
自
治
会　

越
智　

和
美
様 

（
故  

忍
様)

◇
二
万
円　

稲
荷
町
隣
組　

越
智　

和
美
様 

（
故  

忍
様)

片
島
地
区

◇
一
万
円　
片
島
本
町
自
治
会　

丸
野　

明
子
様 

（
故  

三
七
三
様)

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

昭
和
通
自
治
会　

大
久
保　

道
守
様 

（
故  

義
隆
様)

飯
塚
東
地
区　

◇
一
万
円　

山
内
自
治
会　

松
尾　

静
香
様 （

故  

久
保
ヒ
サ
子
様)

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

鯰
田
上
町
自
治
会　

加
藤　

洋
様 

（
故  

貞
二
様)

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上
自
治
会　

荒
木　

美
登
里
様 （

故  

實
様)

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

中
一  

二
組　

髙
取　

幸
枝
様 （
故  

昭
二
郎
様)

◇
三
万
円　

中
一  

自
治
会　

畠
中　

キ
ヌ
子
様 （
故  

昭
三
様)

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

昭
和
通　

大
久
保　

道
守
様 

（
故  

義
隆
様
）

◇
二
万
円　

鶴
三
緒　

藤
倉　

誠
一
様 

（
故  

徳
雄
様
）

◇
三
万
円　

五
穀
神　

塩
谷　

ま
り
様 

（
故  

利
宗
様
）

◇
一
万
円　

南　
　

通　

田
子
森　

都
様 

（
故  

隆
昌
様
）

◇
二
万
円　

大　
　

新　

惣
門　

幸
一
様 

（
故  

ハ
ル
子
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

新　

野
見
山　

シ
ゲ
子
様 （

故  

泰
行
様
）

立
岩
地
区　

◇
二
万
円　

新
飯
塚
西　

壁
矢　

参
与
子
様 

（
故  

武
氏
様
）

◇
三
万
円　

立　
　

岩　

小
江　

美
枝
子
様 

（
故  

弘
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
一　

西
田　

盛
嗣
様 

（
故  

小
夜
子
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

新　
　

町　

河
野　

秋
子
様 

（
故  

国
雄
様
）

◇
一
万
円　

蛭
子
町　

上
田　

ミ
ツ
コ
様 

（
故  

勇
様
）

◇
三
万
円　

上　
　

町　

水
ノ
江　

廣
様 

（
故  

綾
子
様
）

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

伊
川
乙
丸　

須
尭　

昭
代
様 

（
故  

源
市
様
）

◇
二
万
円　

南
伊
川　

浅
野　

義
誉
様 

（
故  

洋
子
様
）

◇
二
万
円　

東
伊
川　

團
野　

京
子
様 

（
故  

博
様
）

◇
二
万
円　

高
雄
区　

松
尾　

ス
マ
様 

（
故  

武
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上　

荒
木　

美
登
里
様 

（
故  

實
様
）

◇
三
万
円　

建
花
寺
本
村　

村
瀬　

和
則
様 

（
故  

凡
人
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下　

和
田　

吉
郎
様 

（
故  

カ
ツ
ヨ
様
）

◇
一
万
円　

黒　
　

萩　

高
山　

節
子
様 

（
故  

太
兵
衛
様
）

◇
五
万
円　

蓮
台
寺　

錦　

英
幸
様 

（
故  

貞
子
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

新　
　

町　

藤
上　

健
二
様 

（
故  

敬
子
様
）

◇
一
万
円　

吉
北
元
町　

沖
田　

由
香
様 （
故  

甲
斐　

武
様
）

◇
一
万
円　

大
谷
町　

秀
島　

喜
代
子
様 

（
故  

美
勝
様
）

◇
二
万
円　

新　
　

町　

鬼
塚　

博
幸
様 

（
故  

勝
様
）

◇
二
万
円　

中　
　

一　

畠
中　

キ
ヌ
子
様 

（
故  

昭
三
様
）

《
初
盆
寄
付
》

飯
塚
東
地
区

◇
一
万
円　

東
ヶ
丘　

山
東　

康
幸
様 

（
故  

友
子
様
）

◇
二
万
円　

上
三
緒
第
四　

中
村　

郁
子
様 

（
故  

泰
信
様
）

菰
田
地
区

◇
五
万
円　

南　
　

通　

辻
野　

カ
ス
ミ
様（

故  

カ
ツ
ヨ
様
）

◇
二
万
円　

大　
　

新　

塚
本　

洋
子
様 

（
故  

忠
様
）

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

市
の
間　

白
根　

良
明
様 

（
故  

ミ
サ
カ
様
）

二
瀬
地
区

◇
一
万
円　

相　
　

田　

専
當　

智
恵
子
様 

（
故  

民
藤
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上　

浅
田　

良
一
様 

（
故  

忠
良
様
）

《
地
区
へ
の
初
盆
寄
付
》

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
四
自
治
会　

中
村　

郁
子
様

（
故  

泰
信
様
）

二
瀬
地
区

◇
一
万
円　

相
田
自
治
会　

専
當　

智
恵
子
様 

（
故  

民
藤
様
）

◇
一
万
円　

相
田
五
組　

専
當　

智
恵
子
様 

（
故  

民
藤
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤
野
上
自
治
会　

浅
田　

良
一
様 

（
故  

忠
良
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
初
盆
寄
付
》

立
岩
地
区

◇
三
万
円　

立　
　

岩　

氏
松　

昌
子
様 

（
故  

平
八
郎
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

柳　
　

町　

白
石　

雅
代
様

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
伊
川　

芳
賀　

裕
子
様 

（
故  

常
喜
様
）

◇
一
万
円　

新
二
瀬　

稗
田　

雅
弘
様 

（
故  

正
人
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

新
花
瀬　

下
田　

稔
様 

（
故  

昭
代
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

石
坂　

ヒ
サ
ヱ
様 

（
故  

貞
美
様
）

◇
三
万
円　

八
木
山　

綱
分　

秀
康
様 

（
故  

美
代
子
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

中　
　

一　

杉
本　

明
雄
様 （故  

田
川　

英
子
様
）

◇
二
万
円　

中　
　

一　

坂
田　

与
三
様

（
故  

ヨ
シ
コ
様
）

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

小
野　

覚
之
様 

（
故  

幸
雄
様
）

◇
一
万
円　

栄
町
一　

梶
原　

せ
き
よ
様 

（
故  

全
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
大　
　

分　

藤
田　

伸
也
様 

（
故   

君
子
様
）

◇
大　
　

分　

安
河
内　

美
枝
子
様 

（
故  

一
二
様
）

◇
北
古
賀　

瀬
田　

恵
美
子
様 

（
故  

美
智
男
様
）

《
大
分
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
う
ぐ
い
す
台　

川
井　

昌
子
様 

（
故  

武
義
様
）

◇
一
万
円　

鶯　
　

塚　

藤
中　

文
夫
様 

（
故  

と
も
子
様
）

◇
一
万
円　

切　
　

畑　

井
上　

ト
シ
コ
様 

（
故  

繁
明
様
）

◇
大
分
駅
前
団
地　

田
中　

秀
行
様 

（
故  

久
美
子
様
）

◇
鶯　
　

塚　

畠
中　

良
一
様 

（
故  

田
原　

ユ
キ
子
様
）

◇
大　
　

分　

中
山　

利
信
様 

（
故  

照
幸
様
）

《
上
穂
波
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
北
古
賀　

瀧
本　

芳
弘
様 

（
故  

保
澄
様
）

◇
北
古
賀　

原　
　

政
博
様 

（
故  

政
利
様
）

◇
北
古
賀　

鍵
屋　

英
雄
様 

（
故  

美
佐
子
様
）

◇
阿　
　

恵　

山
本　

裕
子
様 

（
故  

敏
朗
様
）

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

伸
子
様 
（
故  

照
代
様
）

◇
長　
　

尾　

鬼
木　

澄
枝
様 
（
故　

一
様
）

《
内
野
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
下　
　

揚　

山
崎　

峻
光
様 

（
故　

久
子
様
）

◇
下　
　

揚　

陣
上　

啓
一
様 

（
故　

征
昭
様
）

【
庄
内
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
新
町
二
区　

大
山　

麗
子
様　
　

 

　
（
故　

勇
様
）

◇
本　
　

村　

松
岡　

龍
生
様　
　
　

 

（
故　

ア
イ
子
様
）

◇
鳥　
　

羽　

藤
井　

泰
子
様　

 

（
故　

幸
子
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
赤　
　

坂　

甲
斐　

幸
子
様　
　

 

　
（
故　

武
雄
様
）

◇
庄
内
栄
町　

市
場　

寛
様　
　
　

 

　
（
故　

シ
ヅ
子
様
）

◇
仁　
　

保　

山
﨑　

繁
行
様 

（
故　

岡
本　

キ
ヌ
子
様
）

◇
鳥　
　

羽　

小
松　

国
男
様　
　

 

　
（
故　

ヒ
サ
子
様
）

◇
関
の
台　

中
村　

祐
子
様　
　

 

　
（
故　

孝
志
様
）

◇
立　
　
　
　

花
岡　

義
澄
様　
　
　

 

（
故　

里
美
様
）

◇
多　
　

田　

永
末　

英
雄
様 

（
故　

ナ
ミ
ヱ
様
）

◇
藤　
　

田　

藤
谷　

優
子
様 

（
故　

輝
明
様
）

◇
立　
　
　
　

花
岡　

明
様 

（
故　

ヤ
エ
コ
様
）

◇
有　
　

安　

新
開　

利
一
様 

（
故　

チ
ス
子
様
）

◇
庄
内
栄
町　

山
岡　

信
彦
様 

（
故　

ミ
チ
ヨ
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
木
浦
岐　

安
岡　

寿
吉
様 

（
故　

ト
ミ
様)

◇
東
佐
與　

久
保　

信
男
様 

（
故　

チ
カ
様)

◇
西
佐
與　

白
土　

雪
枝
様 

（
故　

義
則
様)

◇
上
勢
田
東　

小
山　

當
子
様 

（
故　

正
則
様)

◇
東
勢
田
１　

山
本　

ハ
ツ
子
様 

（
故　

訓
一
様)

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
東
勢
田
１　

原
口　

智
子
様 

（
故　

國
衛
様)

◇
東
佐
與　

原
田　

美
佐
子
様 

（
故　

ヒ
サ
子
様)

◇
西
佐
與　

白
土　

俊
子
様 

（
故　

克
可
様)

◇
北
勢
田　

清
水
口　

ヒ
ト
セ
様 

（
故　

政
利
様)

◇
西
佐
與　

白
土　

雪
枝
様 

（
故　

義
則
様)

◇
北
勢
田　

田
中　

道
子
様 

（
故　

陽
一
様)

◇
上
勢
田
東　

小
山　

當
子
様 

（
故  

正
則
様)

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
福
祉
寄
付
》

◇
飯
塚
市
商
工
会　

青
年
部
様

◇
在
宅
介
護
者
の
会　

か
た
ら
い
様

◇
椿　
　
　
　

萩
尾　

和
子
様

《
香
典
寄
付
》　

◇
堀　
　

池　

松
尾　

蔦
子
様　

 

　
（
故  

輝
男
様
）

◇
楽　
　

市　

佐
藤　

京
子
様　
　

 

　
（
故  

好
晴
様
）

◇
楽　
　

市　

山
田　

治
男
様　
　

 

　
（
故  

幸
江
様
）

◇
楽　
　

市　

茅
野　

静
代
様　

 

　
（
故  

シ
カ
ノ
様
）

◇
楽
市
東　

酒
井　

勝
彦
様　
　

 

　
（
故  

勝
様
）

◇
忠
隈
一
区　

浅
田　

富
世
様　
　

 

　
（
故  

國
男
様
）

◇
神
の
浦
浦
田　

梶
原　

勇
様　
　
　

 　
（
故  

西
森　

征
夫
様
）

◇
神
の
浦
浦
田　

守
谷　

規
久
夫
様　

 

　
（
故  

義
忠
様
）

◇
椋　
　

本　

上
田　

泰
次
様　
　

 

　
（
故  

キ
サ
ヱ
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

髙
田　

則
幸
様　
　

 

　
（
故  

カ
ズ
ヱ
様
）

◇
太
郎
丸
二
区　

田
中　

チ
カ
子
様　

 

（
故  

重
國
様
）

◇
弁　
　

分　

石
川　

シ
ゲ
エ
様　

 
　
（
故  

光
雄
様
）

◇
舎
利
蔵　

河
邊　

邦
亘
様　
　

 
　
（
故  

愛
子
様
）

◇
枝
国
一
区　

平
口　

琢
也
様　

 

　
（
故  
理
恵
子
様
）

◇
枝
国
二
区　

野
田　

秀
行
様　

 

（
故  
蔀
様
）

◇
枝
国
三
区　

仲
野　

正
基
様 

（
故  

フ
サ
ヱ
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
楽　
　

市　

佐
藤　

京
子
様　

 

　
　
（
故  

好
晴
様
）

◇
楽　
　

市　

茅
野　

静
代
様　

 

　
（
故  

シ
カ
ノ
様
）

《
楽
市
校
区
東
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
忠
隈
一
区　

浅
田　

富
世
様　
　

 

　
（
故  

國
男
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
太
郎
丸
一
区　

髙
田　

則
幸
様　

 

　
　
（
故  

カ
ズ
ヱ
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

加
藤　

浩
二
様　

 

　
　
（
故  

繁
義
様
）

◇
天　
　

道　

金
子　

芳
敏
様　

 

（
故  

ト
ミ
子
様
）

◇
天　
　

道　

大
坪　
　

淳
様　
　

 

　
（
故  

道
子
様
）

◇
天　
　

道　

藤
井　

美
和
様　

 

　
（
故  

さ
ち
こ
様
）

《
高
田
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
津　
　

原　

北
野　

佳
臣
様　

 

　
（
故  

シ
カ
ノ
様
）

◇
舎
利
蔵　

河
邊　

邦
亘
様　

 

（
故  

愛
子
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
枝
国
三
区　

仲
野　

正
基
様 

（
故  

フ
サ
ヱ
様
）

《
初
盆
寄
付
》

◇
秋　
　

松　

園
田　

マ
サ
子
様　

 

（
故  

博
様
）

◇
堀　
　

池　

角
銅　

義
治
様　

 

（
故  

義
人
様
）

◇
楽　
　

市　

田
仲　
　

運
様　

 

　
（
故  

ト
ミ
エ
様
）

◇
楽　
　

市　

山
口　

勝
公
様　

 

　
（
故  

花
子
様
）

◇
楽　
　

市　

谷
口　

玲
子
様　

 

　
（
故  

俊
八
郎
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

ウ
メ
子
様 

　
（
故  

吉
男
様
）

◇
忠
隈
泉
町　

神
野　

千
鶴
子
様　

 

　
（
故  

義
博
様
）

◇
南　
　

尾　

山
本　
　

穣
様　

 

　
　
（
故  

康
様
）

◇
平　
　

恒　

渡
辺　

康
臣
様 

（
故  

清
香
様
）

◇
平
恒
本
町　

森　
　

桂
子
様　

 

　
　
（
故  

栄
三
郎
様
）

◇
久
保
白　

平
畑　

恵
美
子
様 

　
（
故  

勇
様
）

◇
太
郎
丸
二
区　

惣
門　

國
子
様　

 

　
　
（
故  

政
實
様
）

◇
椋　
　

本　

山
本　

サ
ダ
子
様　

 

（
故  

信
様
）

◇
椋　
　

本　

渕
上　

エ
イ
子
様 

　
（
故  

隼
志
様
）

◇
安　
　

恒　

城
石　

正
義
様　

 

　
（
故  

ト
ミ
ヱ
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

哲
子
様　

 

　
（
故  

秀
之
様
）

◇
弁　
　

分　

岡
松　

直
照
様　
　

 

（
故  

シ
ズ
子
様
）

◇
弁　
　

分　

中
満　

友
子
様　

 

　
（
故  

光
毅
様
）

◇
小
正
一
区　

白
水　

順
一
様　

 

　
（
故  

イ
リ
エ
様
）

◇
小
正
三
区　

樺
嶋　

ハ
ツ
ミ
様 

　
（
故  

正
春
様
）

◇
枝
国
一
区　

畑
中　
　

寛
様　
　

 

　
（
故  

ト
シ
子
様
）

◇
枝
国
二
区　

平
畑　

節
子
様　

 

　
（
故  

常
雄
様
）

◇
秋
松
西　

清
水　

佐
加
枝
様　

 

（
故  

一
二
三
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
堀　
　

池　

角
銅　

義
治
様　

 

　
（
故  

義
人
様
）

◇
楽　
　

市　

上
野　

栄
一
様　

 

　
（
故  

フ
サ
子
様
）

◇
楽　
　

市　

児
玉　

健
一
様　

 

　
（
故  

ミ
エ
様
）

◇
楽　
　

市　

田
仲　
　

運
様　

 

　
　
（
故  

ト
ミ
エ
様
）

◇
楽　
　

市　

山
本　

興
八
郎
様　

 

　
（
故  

靜
子
様
）

◇
楽　
　

市　

谷
口　

玲
子
様　

 

　
（
故  

俊
八
郎
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

ウ
メ
子
様 
　
（
故  

吉
男
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
南　
　

尾　

山
本　

穣
様　

 

　
　
（
故  

康
様
）

◇
平　
　

恒　

渡
辺　

康
臣
様 

　
（
故  

清
香
様
）

◇
平
恒
本
町　

森　
　

桂
子
様　

 

　
（
故  

栄
三
郎
様
）

《
高
田
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
舎
利
蔵　

石
川　
　

博
様　

 

　
（
故  

大
助
様
）

◇
久
保
白　

平
畑　

恵
美
子
様 

　
（
故  

勇
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
太
郎
丸
二
区　

惣
門　

國
子
様　

 

　
　
（
故  

政
實
様
）

◇
椋　
　

本　

山
本　

サ
ダ
子
様 

（
故  

信
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

哲
子
様　

 

　
（
故  

秀
之
様
）

◇
弁　
　

分　

岡
松　

直
照
様　

 

　
（
故  

シ
ズ
子
様
）

◇
天　
　

道　

梅
津　
　

進
様　

 

　
　
（
故  

進
一
様
）

◇
天　
　

道　

井
上　

ム
ツ
子
様　

 

（
故  

恒
雄
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
小
正
一
区　

白
水　

順
一
様　

 

　
（
故  

イ
リ
エ
様
）

◇
枝
国
一
区　

畑
中　

寛
様　

 

　
（
故  

ト
シ
子
様
）

◇
秋
松
西　

清
水　

佐
加
枝
様　

 

（
故  

一
二
三
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、他
の

「
福
祉
団
体
等
」へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。　

但

し
、他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲
載

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※

寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
ご
本
人
様
の
ご
意
向
を
承
り
、対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お　

知　

ら　

せ

第 2 6 号（９） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2014年11月15日 2014年11月15日 第 2 6 号（８）



＊お問い合わせ 飯塚市福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007＊お問い合わせ　飯塚市福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007

URL　http://www.iizuka-shakyo.net/　

掲載内容

　☆社協の概要・組織　　　　　　　　☆社協の広報

　☆社協の事業・各種サービスの内容　☆採用情報　他

　この度、飯塚市社協のホームページをリニューアルいたしまし
た。下記掲載内容の他、随時新着情報を掲載していきますので、
是非ご覧ください。

「飯塚市社協」で
検索を！

■ 架け橋会から車いす寄贈
飯塚市社会福祉協議会穂波支所へ車いす寄贈

　各種ボランティア団体および小・中学校など、住民の皆様方からお寄
せ頂きましたアルミ缶のプルタブと収集ボランティアグループ「架け橋
会」代表ローソン飯塚楽市店店長古賀雅隆様のおかげにより、飯塚市社会
福祉協議会穂波支所に車いす２台を寄贈頂きました。
　ありがとうございました。

ご寄贈ありがとうございます

地域福祉活動計画の策定

■ 七夕チャリティダンスパーティー
　「七夕チャリティダンスパーティー」を開催されました三浦敏彦さ
んより「飯塚市社会福祉協議会が取り組んでいる福祉事業へ役立てて
ください」と、収益金の一部をご寄付いただきました。参加されまし
た皆さま、福祉の町づくりのため大事に活用させていただきます。あ
りがとうございました。

　市社協では、地域住民やさまざまな福祉活動を行う団体等と協働して、現在「第１期飯塚市地域福祉活動
計画」の策定に取り組んでいます。
　これは、各地域で行われているさまざまな活動を通して、わが“まち”の生活・福祉課題の解決に向けた地
域住民、当事者、ボランティア、民間福祉関係者等と社協とでつくる“福祉のまちづくり”の民間行動計画（ア
クションプラン）です。
　策定にあたっては、飯塚市が策定した地域福祉計画の基本理念・基本目標を共有することとしており、福
祉団体、住民代表、社協および行政等幅広い層から策定委員を募り、来年８月を目処に策定する予定です。
　　　　　　　　　　　　　

　篠田地区いきいきサロン、上町いきいきサロン、新町いきいきサロンにそれぞれおじゃましました♪
　まずは、机上にマットを敷く作業から始めます。皆さん初めての方も手際よく色マットを並べ、いよ
いよスタートです！
　ルールを説明し、実際にそれぞれの種類の牌を順番に並べてみます。「マージャンは良く分からない
けど、数の勉強になるね。」「牌が大きいし、机も広いから思わず立ったり座ったりして軽い運動にな
る。」など、色々な意見をいただきました。
　ふれあいマージャンは、隣の人同士でどの牌を捨てるか、どの作戦で攻めるのかを話し合いながら
ゲームを進めます。みなさん、時には笑い、時には真剣そのもので、見ているこちら側も微笑ましい気
持ちになりました。
　1組のチームがあがった後も、それぞれのチームがお互いの牌を見せ合って「もう少しだった！」
「頭(同じ牌のペア)を揃えるのは難しい！」と反省会をする場面もありました。
　たくさんの地域の方がふれあいマージャンを楽しんで下さっています。サロンのコミュニケーション
には本当に役立つと思いますので、これからも続けていきたいと思います！

いきいきサロン訪問記いきいきサロン訪問記第10回
鯰田地区鯰田地区

新
町

篠
田

上
町

天然ラジウム
温泉で

　　リフレッ
シュ

福祉センター
伊川の郷伊川の郷伊川の郷」「
ご利用ください！
（どなたでもご利用になれます）

☆入浴料
　一般／400円　高齢者・障がい者・子ども／200円
☆開館日：毎週火曜日・金曜日・日曜日
　（休館日：毎週月・水・木・土曜日）
☆開館時間・入浴時間
　開館：午前10時～午後5時　入浴：午前11時～午後4時
☆貸室使用料（使用時間は午前10時より午後4時まで）
　１室（15名程度収容）1日1,000円　冷暖房料　1日300円
☆温泉の効能
泉質はラジウム温泉で、神経痛、筋肉痛、関節痛、慢性消化器病、痛風、動脈硬化症、冷え
性、高血圧症等に効きます。

☆飲食物の持ち込みは自由です。（但し、過剰なお持ち込みはご遠慮願います。）
☆無料巡回バス、定期運行中です。（詳しい運行日程や行程などは、下記のところまでお問い合わせください。）

福祉啓発事業

基本理念

2. 支えあう地域づくり

お互いを尊重し、支えあい、助け合う協働の地域づくり

基本目標

～誰もが安心して暮らせるまち　いいづか～

1. お互いを大切にし合うひとづくり 3. つながるしくみ
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＊お問い合わせ 飯塚市福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007＊お問い合わせ　飯塚市福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007

URL　http://www.iizuka-shakyo.net/　

掲載内容

　☆社協の概要・組織　　　　　　　　☆社協の広報

　☆社協の事業・各種サービスの内容　☆採用情報　他

　この度、飯塚市社協のホームページをリニューアルいたしまし
た。下記掲載内容の他、随時新着情報を掲載していきますので、
是非ご覧ください。

「飯塚市社協」で
検索を！

■ 架け橋会から車いす寄贈
飯塚市社会福祉協議会穂波支所へ車いす寄贈

　各種ボランティア団体および小・中学校など、住民の皆様方からお寄
せ頂きましたアルミ缶のプルタブと収集ボランティアグループ「架け橋
会」代表ローソン飯塚楽市店店長古賀雅隆様のおかげにより、飯塚市社会
福祉協議会穂波支所に車いす２台を寄贈頂きました。
　ありがとうございました。

ご寄贈ありがとうございます

地域福祉活動計画の策定

■ 七夕チャリティダンスパーティー
　「七夕チャリティダンスパーティー」を開催されました三浦敏彦さ
んより「飯塚市社会福祉協議会が取り組んでいる福祉事業へ役立てて
ください」と、収益金の一部をご寄付いただきました。参加されまし
た皆さま、福祉の町づくりのため大事に活用させていただきます。あ
りがとうございました。

　市社協では、地域住民やさまざまな福祉活動を行う団体等と協働して、現在「第１期飯塚市地域福祉活動
計画」の策定に取り組んでいます。
　これは、各地域で行われているさまざまな活動を通して、わが“まち”の生活・福祉課題の解決に向けた地
域住民、当事者、ボランティア、民間福祉関係者等と社協とでつくる“福祉のまちづくり”の民間行動計画（ア
クションプラン）です。
　策定にあたっては、飯塚市が策定した地域福祉計画の基本理念・基本目標を共有することとしており、福
祉団体、住民代表、社協および行政等幅広い層から策定委員を募り、来年８月を目処に策定する予定です。
　　　　　　　　　　　　　

　篠田地区いきいきサロン、上町いきいきサロン、新町いきいきサロンにそれぞれおじゃましました♪
　まずは、机上にマットを敷く作業から始めます。皆さん初めての方も手際よく色マットを並べ、いよ
いよスタートです！
　ルールを説明し、実際にそれぞれの種類の牌を順番に並べてみます。「マージャンは良く分からない
けど、数の勉強になるね。」「牌が大きいし、机も広いから思わず立ったり座ったりして軽い運動にな
る。」など、色々な意見をいただきました。
　ふれあいマージャンは、隣の人同士でどの牌を捨てるか、どの作戦で攻めるのかを話し合いながら
ゲームを進めます。みなさん、時には笑い、時には真剣そのもので、見ているこちら側も微笑ましい気
持ちになりました。
　1組のチームがあがった後も、それぞれのチームがお互いの牌を見せ合って「もう少しだった！」
「頭(同じ牌のペア)を揃えるのは難しい！」と反省会をする場面もありました。
　たくさんの地域の方がふれあいマージャンを楽しんで下さっています。サロンのコミュニケーション
には本当に役立つと思いますので、これからも続けていきたいと思います！

いきいきサロン訪問記いきいきサロン訪問記第10回
鯰田地区鯰田地区

新
町

篠
田

上
町

天然ラジウム
温泉で

　　リフレッ
シュ

福祉センター
伊川の郷伊川の郷伊川の郷」「
ご利用ください！
（どなたでもご利用になれます）

☆入浴料
　一般／400円　高齢者・障がい者・子ども／200円
☆開館日：毎週火曜日・金曜日・日曜日
　（休館日：毎週月・水・木・土曜日）
☆開館時間・入浴時間
　開館：午前10時～午後5時　入浴：午前11時～午後4時
☆貸室使用料（使用時間は午前10時より午後4時まで）
　１室（15名程度収容）1日1,000円　冷暖房料　1日300円
☆温泉の効能
泉質はラジウム温泉で、神経痛、筋肉痛、関節痛、慢性消化器病、痛風、動脈硬化症、冷え
性、高血圧症等に効きます。

☆飲食物の持ち込みは自由です。（但し、過剰なお持ち込みはご遠慮願います。）
☆無料巡回バス、定期運行中です。（詳しい運行日程や行程などは、下記のところまでお問い合わせください。）

福祉啓発事業

基本理念

2. 支えあう地域づくり

お互いを尊重し、支えあい、助け合う協働の地域づくり

基本目標

～誰もが安心して暮らせるまち　いいづか～

1. お互いを大切にし合うひとづくり 3. つながるしくみ
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　この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部や、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

◆心配ごと相談日◆

◆飯塚本所　☎0948-23-2210
◆穂波支所　☎0948-29-5520
◆筑穂支所　☎0948-72-3085
◆庄内支所　☎0948-82-4736
◆頴田支所　☎09496-2-5855

※飯塚本所（第2金曜日）穂波支所（第4火曜日）筑穂支所（第1水曜日）庄内支所（第3木曜日）頴田支所（第4木曜日）

飯 塚 本 所
穂 波 支 所
筑 穂 支 所
庄 内 支 所
頴 田 支 所

12月 １月 ２月 ３月
12日
休　
3日
１8日
25日

 9日
27日
7日
15日
22日

13日
24日
4日
19日
26日

13日
24日
4日
19日
26日

（時間は、いずれも13時～15時）

　飯塚東地区社協共催事業で行っております
「おやっとこっと」も今年で６年目を迎えまし
た。奇数月の第３木曜日の１０時から飯塚東公
民館にて開催しており、今年度はスクラップブ
ッキングや手形アート作りなどを行いました。
　今後も楽しい企画を考えておりますので、ぜ
ひご参加ください。

《今後の開催予定》
◆１月15日（木）　10：00～
　飯塚東公民館（内容は検討中）
　参加費　100円
◆３月19日（木）　10：00～
　飯塚東公民館　似顔絵アート
　参加費　100円

《お問合わせ・申込先》
　飯塚市社会福祉協議会　担当：友松・衛藤
　TEL０９４８－８２－４７３６

　目が不自由な人達へ、暮らしにかかわる知識や情報を点字で提供を行う「点訳ボラン
ティア」の広がりを目的に開催します。積極的なご参加をお待ちしています。

子育てサロン「おやっとこっと」

心心 ごごとととととと相相相相相相談 ののののおおお知らららららららせせせせせせせせ心心心心心配ごごごごごごごとととととととと相相相相相談談談談談談所所所所所所開開設設設設設のののののののののおおおおおおおお知知知知知知ららららららせせせせせせせせせせせせせ心心心心心心心心配配配配配配配配配ごごごごごごごごごごととととととととととと相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談所所所所所所所所所所所所開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設ののののののののののののおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららら心配ごと相談所開設のお知らせ

◆対　　象　点訳ボランティア活動に関心があり、4回の講座にすべて参加可能な方
◆と　　き　平成27年2月7日、2月14日、2月21日、2月28日
　　　　　　いずれも土曜日。13：30～15：00
◆と こ ろ　飯塚市社会福祉協議会　会議室（柏の森956-4）
◆募集定員　20名（定員になり次第締め切り）
◆受 講 料　550円（資料代）
◆申し込み　飯塚市社会福祉協議会／電話0948-24-4500  FAX0948-23-2262
　　　　　　※平成27年１月５日から受付をいたします。
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　これからボランティア活動を始めようとする方
やボランティア活動に関心のある方を対象とし
て、実際に活動しているボランティアの方からの
講話などを通して自分に合った活動を見つけてい
ただき、ボランティア活動へのきっかけづくりを
目的に開催いたします。

◆定　員　20名
◆日　程　第１回　平成26年11月８日（土）
　　　　　第２回　平成26年11月15日（土）
　　　　　第３回　平成26年12月13日（土）
　　　　　第４回　平成26年12月20日（土）
◆会　場　飯塚市社会福祉協議会　本所　他
◆参加費　無料
◆内　容　第１回　ボランティア活動の基礎
　　　　　第２回　知的障がい者との交流
　　　　　第３回　高齢者疑似体験・福祉の心得
　　　　　第４回　九州盲導犬協会見学（糸島市）
　　　　　　　　　子どもの村福岡見学（福岡市西区）

ボランティア養成講座受講者募集

第３、４回から参加できます

★お申し込み・お問い合わせ★
飯塚市社会福祉協議会 ボランティアセンター（秀村・杉本）

TEL0948-24-4500


